
近年、歯科技工分野では CAD/CAM技術の普及に伴い、デジタル技工技能の習得が重要となっている。しかし、CADデザイン教

育における効果的な教育手法については十分な検証が行われていない。本研究は、ハプティックデバイスを用いた CADデザイン教育

における技能習得効果の評価のための基礎実験を行うことを目的とする。口腔工学科学生を対象として、手作業による造形、マウス

を用いた CADデザイン、およびハプティックデバイスを用いた CADデザインを実施する。各課題終了後に歯の形態的特徴や製作時

のポイントに関する指導を行い、その後再度同様の課題を実施する。作製された成果物については、STLデータを用いた表面偏差解

析による客観的評価およびルーブリックを用いた教員評価を行い、指導前後における技能習得効果を比較検討する。また、表面偏差

解析と教員評価との関連性を検討することで、客観的評価手法としての有用性についても検証する。本研究により、ハプティックデ

バイスを活用した CADデザイン教育の有効性が明らかになれば、歯科技工教育における教育方法の改善および教育の質向上に寄与す

ることが期待される。 
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